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１．はじめに 

 近年発生した大規模地震では，強震観測網の発達などによ

り，近接する強震観測点での記録においても地震動特性に大

きな変動が起こりうることが報告されている．しかしながら，

既往の研究 1)などでは，100m 以上離れた強震観測点間での記

録を対象に検討が行われており，極めて近接する強震観測点

間の地震動特性の変動に対しては，これまで十分な検討が行

われていない．そこで本稿では，K-NET 土浦の極近傍におい

て臨時地震観測を実施し，2011 年東北地方太平洋沖地震にお

ける本震と余震観測記録を用いて，地震動指標の変動に関し

て基礎的な検討を行った． 

２．K-NET 土浦近傍での臨時地震観測 

写真-1 は臨時地震観測の状況であり，K-NET 土浦の近傍に 2 つの地震観測点を設けた．K-NET 土浦から臨時地

震観測点までの概算距離は，約 2m（以後，観測点 I とよぶ）および約 8m（以後，観測点 II とよぶ）である．臨時

地震観測システムは，既往の観測システム 2)を転用した．すなわち，地震計のサンプリング周波数は 100Hz，トリ

ガー加速度レベルは設定せず，常時観測を継続するシステムを採用した．地震計は東京測振(株)製 AS-3250A(ボア

ホール型地震計)，データロガーは白山工業(株)製 LS-7000XT を使用し，停電対策として UPS(無停電電源装置)を

併用した．観測期間は，2010 年 12 月 13 日～2011 年 3 月 31 日までの約 3 か月半である． 

３．本震観測記録の比較 

図-1 は 2011 年東北地方太平洋沖地震(Mj9.0)における K-NET 土浦，観測点 I，観測点 II での観測記録(地震加速

度波形)を比較したものである．3 成分合成最大加速度は，534 gal(K-NET 土浦)，641 gal(観測点 I)，517 gal(観測点

II)であり，加速度ピーク値や波形形状に差異が生じている．特に，K-NET 土浦と臨時地震観測点(観測点 I, II)では，

比較的大きな差異が確認でき，採用計器などの地震観測システムの違いにも起因しているものと考えられる． 

４．地震動指標の変動 

 図-2は地震観測システムに差異がない観測点 I と観測点 II での強震記録を対象に各種地震動指標の変動に対して

検討を行ったものである．対象とした強震記録は，観測点 I ならびに観測点 II において計測震度が 3.0 以上のもの

である．地震動指標としては，①3 成分合成最大加速度 PGA，②3 成分合成最大速度 PGV，③計測震度，④加速度

パワー3)，⑤SI 値 4)，⑥速度 PSI 値 5)を採用した．図-2に示すとおり，極近傍であるにも関わらず，両地点間の地震

動指標に差異が生じる傾向にあり，PGA では特にその傾向が強く表われている．これは，強震動予測や地震危険度

解析などを行う場合，地震動強さの評価指標に対して十分に留意する必要があることを示唆するものである． 
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図-1 K-NET 土浦とその極近傍観測点での地震加速度波形の比較(2011 年東北地方太平洋沖地震；3/11 14:47:30 から 3分間) 
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図-2 観測点 Iと観測点 II における各種地震動指標の比較（横軸：観測点 I，縦軸：観測点 II） 
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